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「第２次鹿屋市環境基本計画(素案)の概要」について

市民生活部生活環境課
令和６年11月28日
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※令和３年３月に温室効果ガスの排出を全体としてゼロを目指す旨の
表明や奄美大島の世界自然遺産登録への取組等の環境をめぐる情勢の
変化を踏まえ､改訂し､各種施策を推進している。

※令和６年５月に策定し、現在、私たちが直面している気候変動、生
物多様性の損失、汚染という地球の３つの危機に対し、早急に経済社
会システムの変革を図り、環境収容力を守り環境の質を上げることに
よって、経済社会が成⾧・発展できる「循環共生型社会」の実現等を
目指している。

2024年





第１節 生活・快適環境
単位

現況値
(2018年度)

目標値
(2029年度)

中間目標
(2023年度)

中間実績
(2023年度)

進捗
状況施策 指標

水環境の保全

肝属川BOD値（環境基準
地点75％値）

mg/L 2.9 3.0以下 3.0以下 2.4 ◎

肝属川のT-N（総窒素）
値（年平均値）

mg/L 5.5 5.0以下 5.0以下 4.9 ◎

廃食油回収量 L 3,196 現状維持 現状維持 2,553 ○

大気環境の保全

大気汚染に係る環境基準
の達成率

％
一部未達成
PM2.5注意報
発令あり

100 100 88.9 ○

騒音に係る環境基準の達
成率

％ 100 100 100 100 ◎

騒音・振動に関する苦情
件数

件 2 現状以下 現状以下 8 ×

土壌環境の保全

土壌環境基準の達成率 ％ 100 100 100 100 ◎

ダイオキシン類の環境基
準の達成度

％ 100 100 100 100 ◎

快適な住環境の確
保

「まちのきれいさ」の市
民満足度

％ 38 50 43 42(2024) ○

「景色の美しさ」の市民
満足度

％ 43 50 46 42(2024) ○

増加目標 目標値以上
◎

目標の60%以上
○

目標の20%以上
△

目標の20%未満
×

削減目標 目標値以下 目標の140％以下 目標の180％以下 目標の180％超過



第２節 ごみの減量・リサイクルの推進
単位

現況値
(2018年度)

目標値
(2029年度)

中間目標
(2023年度)

中間実績
(2023年度)

進捗
状況施策 指標

ごみの減量・リサ
イクルの推進

ごみ総排出量 t 32,367 28,166 30,089 31,068 ○

市民1人1日あたりのごみ
量（資源物を除く）

g 741 641 692 748 ○

資源化率 ％ 13.4 17.8 15.4 12.3 ○

不法投棄通報（苦情） 件 105 現状以下 現状以下 120 ○

第３節 自然環境
単位

現況値
(2018年度)

目標値
(2029年度)

中間目標
(2023年度)

中間実績
(2023年度)

進捗
状況施策 指標

自然環境の保全

「自然環境の豊かさ」の
市民満足度

％ 47 50 48 50(2024) ◎

自然観察会の参加人数 人 8 50 27 16 ○

環境出前講座の年間受
講者数

人 953 1,500 1,202 864 ○

ウミガメ上陸数 頭 8 毎年上陸 毎年上陸 1 ◎

環境監視員数 人 13 15 14 12 ○

増加目標 目標値以上
◎

目標の60%以上
○

目標の20%以上
△

目標の20%未満
×

削減目標 目標値以下 目標の140％以下 目標の180％以下 目標の180％超過



第５節 環境学習
単位

現況値
(2018年度)

目標値
(2029年度)

中間目標
(2023年度)

中間実績
(2023年度)

進捗
状況施策 指標

環境学習・環
境教育の推進

こどもエコクラブの登録者数 人 206 現状維持 現状維持 7 ×
環境出前講座年間開催数 回 10 25 17 23 ◎

環境出前講座の年間受講者数 人 953 1,500 1,202 864 ○

環境パート
ナーシップの
推進

環境報告書(仮称)の作成 ー 未作成 作成・公表 ー 調査中 ー

市広報紙等への環境情報の年
間掲載回数

ー 月１回 月１回 月１回 月１回 ◎

第４節地球環境(鹿屋市地球温暖化対策計画)
単位

現況値
(2013年度)

目標値
(2030年度)

中間目標
(2023年度)

中間実績
(2023年度)

進捗
状況施策 指標

地球温暖化対
策の推進

市域からの二酸化炭素排出量 千t–CO₂ 770 432 676 573(2020) ◎

うち家庭部門 千t–CO₂ 168 70 147 107(2020) ◎

うち業務部門 千t–CO₂ 195 90 168 121(2020) ◎

うち運輸部門（自動車） 千t–CO₂ 250 160 225 212(2020) ◎

市役所の事業活動による二酸
化炭素排出量

千t–CO₂ 16.615 8.308 13.736 11.826(2020) ◎

エネルギーの
有効利用

太陽光発電システムの設置件
数(九電との余剰電力売買契
約件数)

件 4,181 5,000 4,553 7,248 ◎

増加目標 目標値以上
◎

目標の60%以上
○

目標の20%以上
△

目標の20%未満
×

削減目標 目標値以下 目標の140％以下 目標の180％以下 目標の180％超過
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


件数 割合
1 水切りを実践している。 82 58.6%
2 庭にコンポストを設置して利用している。 20 14.3%
3 電気式生ごみ処理機を利用している。 3 2.1%
4 特に何もしていない。 28 20.0%
5 その他 7 5.0%

140 100.0%

回答

合計

件数 割合
1 マイバックを利用している 115 82.1%
2 マイボトルを利用している。 66 47.1%

3
４Ｒ（リヒューズ、リデュース、リユース、リサイクル）
を実践している。

41 29.3%

4 ３キリ（食べキリ、使いキリ、水キリ）を実践している。 58 41.4%
5 不必要なものは買わないようにしてる。 89 63.6%
6 その他 3 2.1%

回       答



※CO2総排出量の目標値については、国及び市の掲げる目標値において2030年度における温室効果ガス排出量を2013年度から46％削減することとなってい
ることから、環境基本計画においても当該目標値のみは、令和12(2030)年度の目標値を設定することとする。
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環境像 目指す方向性

ごみの減量・リサイクル生活・快適環境

自然環境

地球環境

環境学習

施策目標

〇ごみの減量・
リサイクルの推進

〇自然環境の保全

〇土壌環境の保全

〇快適な住環境の確保

〇水環境の保全

〇大気環境の保全

〇脱炭素に向けた
行動変容

〇持続可能な循環
型社会形成の推進

〇再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの
導入・活用の推進

〇脱炭素のまちづく
りの推進

〇農林水産分野の
取組推進

〇環境学習・教育の
推進

〇環境パートナー
シップ

環境負荷の
「低減」

健全な物質・
生命の「循環」

健全な生態系の
「維持・回復」

自然と人間との
「共生」や地域間
の「共生」



No 対象箇所 見直し前 見直し後 見直し理由

1 第3章第2節
「施策の目
標」
Ｐ57

地球環境
○地球温暖化対策の推進
○エネルギーの有効利用

地球環境
○脱炭素に向けた行動変容
○持続可能な循環型社会形成の推進
○再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入･活用の推進
○脱炭素のまちづくりの推進
○農林水産分野の取組推進

令和5年度に策定
した「ゼロカーボ
ンシティかのや推
進計画」の内容を
反映

2 第4章第1節
「水環境の
保全」
Ｐ62

□畜産業に起因する地下水・河川汚
染を防止するため、畜産環境セン
ターの維持や、畜産農家による家
畜排せつ物処理の有効活用や適正
処理を推進するなど、環境保全型
畜産業を推進します。

□畜産業に起因する地下水・河川汚
染・悪臭を防止するため、畜産環境
改善を図るための施設・機械整備等
を支援するとともに畜産農家による
家畜排せつ物処理の有効活用や適正
処理を推進するなど、環境保全型畜
産業を推進します。【当該記載内容
は､｢大気環境の保全｣にも再掲載) 】

アンケート調査結
果において悪臭に
ついての満足度が
低く、重要度が高
い

3 第4章第1節
「施策2:大
気環境の保
全」
Ｐ69

4 環境指標
騒音・振動に関する苦情件数

4 環境指標
自動車騒音に係る環境基準の達成率

前期の検証作業に
て苦情件数ではな
く、客観的な測定
値へ変更すること
とした

指標 単位
現況値

（2023）
目標値

（2029）

騒音・振動に関す
る苦情件数

件 8 現状以下

指標 単位
現況値

（2024）
目標値

（2029）

自動車騒音に係る
環境基準の達成率

％ 100 100



No 対象箇所 見直し前 見直し後 見直し理由

4 第4章第2節
「ごみの減
量・リサイ
クルの推
進」P76

記載なし □プラスチック素材100％の製品の
一部について、プラスチック類とし
ての資源回収を行ない、プラスチッ
ク類の資源化を推進します。

プラスチックに係
る資源循環の促進
等に関する法律」
施行(令和４年４
月)に基づく見直し

5 第4章第2節
「ごみの減
量・リサイ
クルの推
進」P76

記載なし □民間企業と連携したマイボトル用
給水機の設置等により、ペットボト
ルごみの削減を推進します。

2023年から実施し
ている新しい取組

6 第4章第2節
「ごみの減
量・リサイ
クルの推
進」P76

□生ごみについては、自家処理を基
本とし、地域特性を生かしたコンポ
スト容器などの使用による減量化を
推進します。

□生ごみについては、コンポスト容
器等を利用した自家処理に併せて資
源回収にも取り組み、たい肥利用に
よる地域循環型社会の形成を推進し
ます。

2023年から生ごみ
の資源回収を拡充



No 対象箇所 見直し前 見直し後 見直し理由

7 第4章第2節
「ごみの減
量・リサイ
クルの推
進」P77

記載なし □市内小中学生から大人まで幅広く不
法投棄防止についての周知・啓発を
行い不法投棄防止対策を推進します。

アンケート調査結
果においてごみの
不法投棄について
の満足度が低く、
重要度が高い

8 第4章第4節
「地球環
境」
P91～P107

地球環境
○地球温暖化対策の推進
○エネルギーの有効利用

地球環境
○脱炭素に向けた行動変容
○持続可能な循環型社会形成の推進
○再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入･活用の推進
○脱炭素のまちづくりの推進
○農林水産分野の取組推進

令和5年度に策定
した「ゼロカーボ
ンシティかのや推
進計画」の内容を
反映

9 第4章第5節
「環境学
習・環境教
育の推進」
P109

□「こどもエコクラブ」の活動を充
実させるため、参加者の拡大、ク
ラブ間の交流などを推進します。

□「こどもエコクラブ」の活動を充実
させるため、市ＨＰ等により周知を
図り、参加者の拡大、クラブ間の交
流などを推進します。

前期の検証作業に
て活動の周知を充
実させることとし
た



令和６年 8月

○庁内関係課における前期の検証(8/1~8/16)
○中高生アンケートの実施(8/8～9/20)
○市民・事業者アンケートの実施(8/8～8/30)
○第１回鹿屋市環境審議会(８/2７)
・第２次鹿屋市環境基本計画の中間見直しについて（方針・スケジュール）
・ゼロカーボンシティかのや推進計画の取組状況について

９月 ○市政モニターアンケートの実施(9/13～9/29)
10月 ○環境調整会議 ・素案の作成(10/25~11/8)

11月
○
第２次鹿屋市環境基本計画(素案)諮問
第２次鹿屋市環境基本計画素案審議

12月
○素案修正
○議会報告(12/13)
○パブリックコメント(意見公募手続)(12/20～1/20)

令和７年 ２月

○
第２次鹿屋市環境基本計画素案審議
第２次鹿屋市環境基本計画(素案)答申

○最終案作成
３月 計画策定・送付


